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あった。非喫煙群、禁煙群、喫煙群別にそれぞれの萎縮

度別の割合を算出したところ、各群に差は認められな

かったことから、非喫煙群、禁煙群、喫煙群の胃がん発

生について胃粘膜萎縮の影響に差が無いものと推測され

た。 

 この集団における胃がん発生率は全体で100人年当たり

0.21であり、ピークは60～64歳群で、100人年当たり0.35

であった。 

 喫煙歴群別に胃がん発生率を見ると、非喫煙群は100人

年当たり0.13、禁煙群は100人年当たり0.18、喫煙群は

100人年当たり0.31と喫煙者の胃がん発生率は非喫煙者に

比べ2.4倍高率であった。喫煙を続ける60～64歳群の胃が

ん発生率が最も高く100人年あたり0.58であった。また喫

煙者では、非喫煙者や禁煙者で発がん者がいなかった50

～54歳の若年者でも胃がん発がん者が認められた。 

 更に喫煙指数を見ると、喫煙指数が高いほど胃がん発

生率が高い傾向が認められた。 

 これらの事から、50～69歳の男性の胃がん発生に喫煙

が影響している事が示唆された。 
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